
地
域
社
会
k
b
け
る

「
同
和
」
教
育
と
差
別
意
識

｜
｜
長
野
県
上
田
市
塩
田
地
区
を
事
例
と
し
て
｜
｜

鐘

ケ

江

晴

彦

は
じ
め
に

地成社会における「同和」教育と差別意識 ．

・「
同
和
」
教
育
は
、
そ
の
主
た
る
対
象
や
目
的
の
相
違
か
ら
、
二
つ
の
種
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
、
被
差

別
部
洛
の
子
ど
も
や
成
人
を
対
象
と
し
、
彼
ら
の
解
放
意
識
の
高
揚
、
教
育
水
準
お
よ
び
社
会
的
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
ら
を
解
放
の
主
体
へ
と
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
被
差
別
部
落
外
の
人
々
（
一
般
成

人
、
子
ざ
も
）
を
主
た
る
対
象
と
し
、
彼
ら
の
部
落
問
題
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
深
め
、
後
藤
誠
也
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
人
間
観

の
改
革
日
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
権
を
噂
重
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
市
民
形
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ニ
つ
の
う
ち
、
前
者
は
、
戦
後
比
較
的
早
い
時
期
（
一
九
五

O
年
前
後
）
か
ら
、
西
日
本
の
先
覚
的
な
教
師
達
に
よ
り
、
被

差
別
部
落
の
子
ど
も
の
不
就
学
・
長
期
欠
席
に
対
す
る
取
り
組
み
（
就
学
保
障
）
と
し
て
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
学
力
保
障
・
進
学
保

障
で
さ
ら
に
一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
「
解
放
の
学
力
」
形
成
へ
と
発
展
し
、
同
時
に
識
字
学
級
等
に
よ
る
被
差
別
部
落

の
成
人
の
学
習
活
動
へ
の
取
り
組
み
も
活
性
化
し
、
大
き
な
前
進
を
一示
し
て
き
た
。
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そ
れ
に
対
し
て
後
者
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
の
は
、

一
九
六
五
年
の
同
和
対
策
審
議
会
答
申
以
降
、
と
り
わ
け
、
そ
の
答
申
に

専修大学社会科学研究所　社会科学年報　第17号　1983年3月



基
い
て
制
定
さ
れ
た
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
施
行
（
一
九
六
九
年
）
以
降
で
あ
る
。
し
か
も
、
当
初
は
学
校
「
同
和
」
教

育
に
偏
し
て
お
り
、
一
般
住
民
に
対
す
る
「
同
和
」
教
育
（
い
わ
ゆ
る
啓
発
活
動
）
が
独
立
し
た
事
業
と
し
て
各
地
で
行
わ
れ
る
よ

（

3
）
 

う
に
な
る
の
は
、
府
県
に
対
す
る
「
同
和
問
題
講
演
会
委
託
費
」
が
計
上
さ
れ
た
一
九
七
三
年
度
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
被
差
別
部
落
外
の
人
び
と
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
中
心
と
し
た
「
同
和
」
教
育
は
、
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
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な
っ
て
か
ら
ま
だ
十
数
年
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
こ
の
間
、
そ
の
意
義
や
効
果
に
関
し
て
は
、
様
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

一
方
で
は
、
同
和
対
策
事
業
の
進
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
差
別
事
象
は
跡
を
継
た
．
す
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
H

ね
た
み
意
識
u
が
発
生
す
る

こ
と
等
か
ら
、
部
落
問
題
解
決
の
決
め
手
は
教
育
に
よ
る
人
々
の
意
識
の
改
変
で
あ
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
、
他
方
で
は
、
「
同
和

教
育
を
す
す
め
れ
ば
す
す
め
る
ほ
ど
悪
質
な
差
別
事
件
が
増
え
る
」
、
「
同
和
教
育
は
タ
テ
マ
エ
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
か
え
っ
て
差
別

意
識
を
抑
圧
し
潜
在
化
さ
せ
る
」
等
と
言
わ
れ
、
そ
の
意
義
や
効
果
に
対
し
て
大
き
な
疑
問
が
呈
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
現
在
必
要
な
の
は
、
「
同
和
」
教
育
を
万
能
視
す
る
の
で
も
、
逆
に
全
く
無
意
味
だ
と
決
め
つ
け
る
の
で
も
な
く
、
各

地
域
に
お
け
る
実
態
を
精
確
に
把
握
し
た
上
で
、
そ
の
効
果
と
限
界
と
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
の
は
、
言
う
ま
で

も
な
い
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
く
、
地
域
社
会
に
お
け
る
啓
発
活
動
を
中
心
と
し
た
社
会
「
同
和
」
教
育
の
実
態
と
効

果
に
関
す
る
調
査
研
究
の
現
段
階
に
お
け
る
ま
と
め
で
あ
る
が
、
調
査
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

調
査
対
象
地
域

長
野
県
上
田
市
塩
田
地
区

調
査
時
期

調
査
方
法

一
九
八
一
年
九
月
J
一
一
一
月

資
料
収
集
、
聴
き
取
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要
〉



調
査
時
期

調
査
方
法

調
査
対
象
者

標
本
抽
出
方
法

標
本
数

有
効
回
答
数

一
九
八
一
年
一
0
1

月

留
め
置
き
調
査
・

塩
田
地
区
在
住
の
二

O
歳
以
上
の
男
女

層
化
ニ
段
階
抽
出

一、

O
一
O

八
二
五
（
回
収
率
八
一
・
七
%
）

上
田
市
の
概
要
と
社
会
「
同
和
」
教
育
の
現
状

付
上
田
市
の
概
要

上
岡
市
は
長
野
県
の
東
部
、
千
曲
川
の
中
流
に
発
達
し
た
上
回
盆
地
の
中
心
都
市
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
、

一
九
一
九
年
〈
大
正
八
年
）
の
市
制
施
行
以
降
は
、
周
辺
町
村
の
併
合
を
繰
り
返
し
て
面
積
、
人
口
を
共
に
増
大
さ
せ
、
今
日
で
は

面
積
一
七
六
・
四
八
平
方
キ
ロ
、
人
口
一
一
一
一
、
五
二
三
人
〈
一
九
八
一
年
一

O
月
現
在
〉
、
長
野
県
下
第
三
位
の
人
口
を
擁
す
る

議窓口n差ル』育教和同引
市
の
産
業
別
就
業
人
口
の
構
成
比
は
、
一
九
八

O
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
第
一
次
産
業
二
7
0
%
、
第
二
次
産
業
四
一

一mZ
ハ
う
ち
製
造
業
三
三
・
六
%
）
、
第
三
次
産
業
四
六
・
九
%
（
う
ち
卸
・
小
売
業
一
二
・
五
%
）
で
あ
り
、
上
田
市
は
、
農
業
を

俳
一
定
程
度
残
存
さ
せ
た
商
・
工
業
都
市
で
あ
る
と
言
う
こ
・と
が
で
き
る
。
上
田
市
の
農
業
は
、
稲
作
と
果
樹
栽
培
を
中
心
と
じ
た
小

（

4
）
 

制
規
模
な
も
の
で
あ
る
が
（
農
家
二
戸
当
り
平
均
経
営
耕
地
面
積
0
・
四
八
号
、
工
業
は
輸
送
用
機
器
、
食
品
）
電
気
機
器
を
中
心

（

5
）
 

：
に
年
間
約
二
、
四

O
O億
円
を
出
荷
し
て
お
り
、
商
業
は
卸
売
業
を
中
心
に
年
間
約
二
、
九

O
O億
円
の
販
売
額
が
あ
る
。
上
回

都
市
と
な
っ
て
い
る
。
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市
の
工
業
は
、
従
業
者
数
、
製
品
出
荷
額
共
に
、
長
野
県
の
上
小
地
区
（
上
田
市
と
小
県
郡
ぷ
り
構
成
）
ー
の
六
割
以
上
、
東
信
地
域

（
上
小
地
区
、
小
諸
市
、
佐
久
市
、
南
・
北
佐
久
郡
よ
り
構
成
〉
の
三
割
弱
を
占
め
、
ま
た
商
業
は
、
従
業
者
数
で
上
小
地
区
の
四

分
の
三
以
上
、
東
信
地
域
の
三
分
の
一
以
上
、
商
品
販
売
額
で
上
小
地
区
の
人
割
以
上
、
東
信
地
域
の
四
割
以
上
を
占
め
、
い
ず
れ

も
か
な
り
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
田
市
に
は
県
の
各
種
地
方
事
務
所
も
置
か
れ
、
岡
市
は
産
業
面
で
も
行
政
面
で
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， 

も
、
東
信
地
域
の
中
核
都
市
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
上
田
市
に
は
、
江
戸
時
代
の
斌
下
町
の
「
か
わ
た
」
職
の
集
落
や
、
鎌
倉
街
道
、
北
国
街
道
、
東
山
道
等
の
街
道
の
要
所
に

配
置
さ
れ
た
「
長
吏
」
職
の
集
落
に
主
た
る
起
源
を
持
つ
と
さ
れ
る
被
差
別
部
落
（
「
同
和
」
地
区
）
が
二

O
か
所
存
在
し
、
一
九

七
五
年
調
査
に
よ
る
と
、
合
計
世
帯
数
は
七
六

O
、
人
口
約
三
、

0
0
0名
と
な
っ
て
い
お
山
上
田
市
の
被
差
別
部
落
は
、
最
大
で

も
一
一
五
世
帯
、
最
小
で
は
五
世
帯
、
平
均
三
五
世
帯
余
で
あ
り
、
混
在
化
し
た
小
集
落
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
を
持
つ
。

被
差
別
部
落
の
産
業
別
就
業
人
口
は
、
一
九
七
五
年
調
査
に
よ
る
と
、
製
造
業
の
比
率
が
最
も
高
く
（
一
一
一
五
・
五
広
）
、
次
い
で

伝
統
産
業
で
あ
る
畜
産
業
を
中
心
と
す
る
農
業
の
比
率
が
高
い
つ
三
て
五
克
）
が
、
市
全
体
の
産
業
別
就
業
人
口
比
率
と
比
べ
る

と
、
こ
の
農
業
と
建
設
業
の
比
率
（
一
一
・
四
%
）
が
高
く
、
卸
・
小
売
業
の
比
率
（
八
・
八
%
）
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点

か
ら
見
て
も
、
上
田
市
の
被
差
別
部
落
は
、
農
村
型
部
落
の
色
彩
を
ま
だ
強
く
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

上
田
市
の
社
会
「
同
和
」
教
育
の
現
状

以
上
の
・よ
う
な
状
況
に
あ
る
上
田
市
で
、
「
同
和
」
教
育
に
対
す
る
本
格
的
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

七
O
年
前
後
か
ら
で
あ
る
。
市
で
は
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
制
定
直
後
か
ら
、
市
長
、
市
民
各
団
体
代
表
、
市
役
所
関
係

t今

九

各
課
長
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
同
和
対
策
事
業
推
進
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
が
「
同
和
」
対
策
事
業
の
中
核
と
し
て
機
能
す



る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
組
織
は
、
内
部
が
事
業
部
門
と
教
育
部
門
に
分
か
れ
、
教
育
部
門
の
中
に
は
学
校
・
社
会
・
職
域
の
三
領

域
に
わ
た
る
専
門
部
会
と
、
研
究
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
上
田
市
は
、

一
九
七
四
年
に
「
同
和
教
育
の
基
本
方
針
」
を
定
め
、

計
画
は
七
九
年
一
二
月
に
そ
の
計
画
期
聞
を
終
了
し
た
が
、
引
き
続
い
て
第
二
次
五
か
年
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
同
時
に
先
に
定

め
た
基
本
方
針
を
一
部
手
直
し
し
た
。
ま
た
、
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
た
一
九
七
四
年
に
は
、
教
育
委
員
会
に
同
和
教
育
課
が
設
置

「
同
和
」
教
育
推
進
の
五
か
年
計
画
を
立
て
た
。
同

さ
れ
、
総
合
的
な
「
同
和
」
教
育
行
政
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
同
和
」
教
育
の
全
体
計
画
策
定
と
行
政
（
教
育
委

員
会
）
、
各
種
教
育
機
関
（
学
校
・
公
民
館
、
勤
労
青
年
学
校
な
ど
）
、
関
係
団
体
（
部
落
解
放
同
盟
）
の
連
絡
調
整
の
た
め
に
、

「
同
和
教
育
連
絡
協
議
会
」
が
設
け
ら
れ
、
全
市
的
な
「
同
和
」
教
育
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

－地域社会における「同和」教育と差別意識

こ
の
よ
う
な
「
同
和
」
教
育
の
全
体
的
推
進
体
制
の
も
と
で
、
上
田
市
の
社
会
「
同
和
」
教
育
に
お
け
る
啓
発
活
動
は
、
①
市
民

全
体
を
対
象
と
す
る
啓
蒙
活
動
、

・②
公
民
館
に
お
け
る
「
同
和
」
教
育
、
③
諸
国
体
に
お
け
る
「
同
和
」
教
育
、
の
三
領
域
に
お
い

て
な
さ
れ
て
い
る
。
，
そ
の
中
で
中
心
的
位
置
を
占
め
る
の
は
②
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
市
民
全
体
を
対
象
と
す
る
啓
蒙
活
動

市
民
全
体
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
と
し
て
は
、
ま
ず
、
手
引
蓄
の
配
布
が
あ
る
。
同
和
対
策
推
進
委
員
会
と
市
・
市
教
委
は
、

市
民
啓
蒙
の
た
め
の
小
冊
子
『
し
あ
わ
せ
を
求
め
て
』
を
発
行
し
、

般

一
九
七
六
年
よ
り
市
内
の
全
戸
に
配
布
し
て
い
る
。

一
九
七
五
年
よ
り
毎
年
七
月
に
開
催
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
部
落
問
題
に
対
す
る
市
民
一
人
一
人
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
六

O
に
も
の
ぼ

る
機
関
・
団
体
が
集
会
を
聞
き
、
そ
の
後
市
内
を
行
進
し
て
一
般
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
、
例
年
二
、

0
0
0名
以
上
が
参

加
し
て
い
る
。

ま
た
大
き
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
は
、

「
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
進
」
が
、
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こ
の
ほ
か
、
『
広
報
う
え
だ
』
『
社
会
教
育
う
え
だ
』
な
ど
の
市
の
広
報
紙
へ
の
啓
蒙
記
事
の
掲
載
、
広
報
車
や
横
断
幕
に
よ
る
市
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民
へ
の
訴
え
、
啓
蒙
資
料
、
教
材
（
映
画
・
ス
ラ
イ
ド
な
ど
）
の
作
成
・
貸
出
し
も
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
全
体
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
に
は
か
な
り
の
予
算
が
使
わ
れ
、
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
お
、
啓
発

手
段
の
開
発
が
十
分
と
は
言
い
が
た
い
。
ま
た
、
「
同
和
対
策
特
別
措
置
法
」
の
期
限
切
れ
、
「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
へ
の

転
換
と
い
う
状
況
の
中
で
、
行
政
側
の
熱
意
に
も
若
干
場
り
が
見
え
て
来
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。

②
公
民
館
に
お
け
る
「
同
和
」
教
育

ほ
ぼ
中
学
校
区
単
位
に
六
館
の
公
民
館
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
各
公
民
館
に
は
「
同
和
教
育
主
事
」
が
各

一
名
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会
単
位
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
民
館
分
館
（
市
中
心
部
の
一
部
で
は
未
設
置
）
の
す
べ
て
に

「
同
和
教
育
推
進
員
」
が
置
か
れ
て
、
分
館
長
と
と
も
に
分
館
の
「
同
和
」
教
育
活
動
の
推
進
に
当
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
つ
の

現
在
上
回
市
に
は
、

公
民
館
の
管
内
で
は
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
機
関
・
団
体
お
よ
び
関
係
者
を
網
羅
し
た
「
地
区
同
和
教
育
推
進
協
議
会
」
が
組
織
さ

れ
、
学
校
や
企
業
も
含
め
た
地
域
ぐ
る
み
の
「
同
和
」
教
育
の
推
進
体
制
整
備
が
図
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
体
制
の
下
で
の
公
民
館
の
「
同
和
」
教
育
事
業
の
う
ち
、
被
差
別
部
落
外
の
住
民
を
主
対
象
と
す
る
啓

発
活
動
は
、
＠
地
域
住
民
全
体
を
対
象
と
す
る
も
の
、
＠
地
繊
の
「
同
和
」
教
育
指
導
者
や
団
体
役
員
、

ー
を
対
象
と
す
る
も
の
、
の
ニ
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
よ
び
特
定
団
体
メ
ン
バ

地
区
住
民
全
体
を
対
象
と
す
る
事
業
の
中
心
は
、
各
分
館
（
自
治
会
）
単
位
で
聞
か
れ
る
地
区
懇
談
会
で
あ
る
。
上
回
市
で
は
、

一
五
ニ
自
治
会
（
分
館
）
の
す
べ
て
が
、
公
民
館
の
指
導
に
よ
っ
て
講
義
・
映
画
等
と
話
し
合
い
を
組
み
合
わ
せ
た
「
同
和
」
問
題

の
学
習
会
を
聞
い
て
い
る
。
内
容
は
被
被
差
別
部
落
の
歴
史
、
地
域
の
歴
史
、
差
別
を
な
く
す
た
め
の
心
構
え
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
公
民
館
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
班
単
位
の
懇
談
会
も
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
へ
の
出
席
率
は
非
常
に
良
い
。



ま
た
、

四
つ
の
公
民
館
で
は
、

「
同
和
教
育
地
区
市
民
集
会
」
等
の
名
称
で
地
域
の
諸
国
体
の
協
力
を
得
て
多
く
の
地
域
住
民
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
へ
の
「
同
和
」
教
育
の
普
及
・
徹
底
を
図
る
た
め
の
住
民
集
会
を
開
催
し
て
い
る
。

＠
の
タ
イ
プ
の
事
業
の
う
ち
、
地
域
の
「
同
和
」
教
育
指
導
者
（
分
館
の
推
進
員
等
〉
や
住
民
団
体
役
員
を
対
象
と
す
る
も
の

は
、
い
ず
れ
も
研
修
会
や
研
究
会
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
指
導
者
養
成
↓
そ
の
指
導
者
を
核
と
す
る
地
嫌
住
民
学
習
、

と
い
う
方
式
を
と
る
上
田
市
の
地
域
「
同
和
」
教
育
の
推
進
に
と
っ
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。

特
定
団
体
メ
ン
バ
ー
を
対
象
と
す
る
事
業
は
、
婦
人
団
体
、

P
T
A
、
地
区
婦
人
学
級
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
対
象
は
婦
人
層
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
次
に
述
べ
る
、
各
団
体
に
お
け
る
「
同
和
」
教
育
の
総
括
、
徹
底
、
指
導
者
の
養
成
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

地域社会における「同和」教育と差別意識

こ
の
よ
う
に
、
公
民
館
に
お
け
る
「
同
和
」
教
育
に
は
、
全
体
と
し
て
非
常
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
、
市
内
の
全
自
治

会
（
分
館
）
で
懇
談
分
が
聞
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
内
容
が
や
や
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
お
り
、
住
民
の
中
に
は
「
も
う
知
っ
て
い
る
」
と
出
て
来
な
い
人
が
多
く
、
結
局
参
加
者
が
地
繊
諸
国
体
の
役
員
層
に
限
定
さ
れ

て
し
ま
い
数
も
少
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
状
況
の
相
違
に
よ
っ
て
、
各
公
民
館
、
各
分
館
の
「
同
和
」

教
育
の
質
や
活
発
さ
に
は
格
差
が
目
立
ち
、
こ
の
是
正
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

③
諸
団
体
に
お
け
る
「
同
和
」
教
育

上
田
市
に
お
い
て
は
、
青
年
団
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
地
域
団
体
、
小
・
中
・
高
校
P
T
A
、
幼
稚
園
・
保
育
園
父
母

会
、
婦
人
学
級
や
地
域
の
学
習
諸
グ
ル
ー
プ
、
職
場
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
が
何
ら
か
の
形
で
「
同
和
」
問
題
の

学
習
を
行
な
う
よ
う
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
市
は
毎
年
約
ニ

O
O名
の
参
加
を
得
て
「
同
和
教
育
指
導
者
研
修
会
」
を
聞
き
、
こ
れ
に

各
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
。
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特
に
P
T
A
に
対
し
て
は
、
市
は
「
同
和
」
教
育
の
専
門
部
を
作
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の

P
T
A
で
は
「
同
和



教
育
推
進
協
議
会
」
や
「
同
和
教
育
委
員
会
」
と
い
っ
た
組
織
を
作
り
、
積
極
的
に
学
習
に
取
り
組
み
、
講
演
会
、
映
画
会
、
懇
談
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会
、
文
集
発
行
等
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
各
種
団
体
、
中
で
も
P
T
A
の
「
同
和
」
教
育
へ
の
取
り
組
み
は
近
年
活
発
化
し
て
き
で
い
る
が
、
学
校
に
よ
っ
て

差
が
大
き
く
、
地
域
の
状
況
（
学
区
内
に
被
差
別
部
落
が
あ
る
か
ど
う
か
、
都
市
化
の
進
み
具
合
な
ど
）
、

P
T
A
役
員
の
熱
心
さ

と
と
も
に
、
教
師
の
姿
勢
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
度
合
が
高
く
、
そ
の
点
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

塩
田
地
区
の
概
要
と
社
会
「
同
和
」
教
育
の
現
状

（→ 

塩
田
地
区
の
概
要

塩
田
地
区
は
、
上
田
市
の
南
部
、
上
回
藩
の
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
塩
田
平
を
範
域
と
し
て
い
る
。
塩
田
平
は
三
方
を
山
に
固
ま

れ
、
千
曲
川
が
流
れ
る
北
側
が
や
や
聞
け
た
盆
地
で
あ
り
）
降
水
量
が
少
な
い
た
め
溜
め
池
が
発
達
し
て
い
る
。
こ
の
地
は
早
く
か

ら
聞
け
、
鎌
倉
時
代
に
は
信
濃
国
の
守
護
所
が
置
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
噴
建
立
さ
れ
た
寺
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
は
上
回
藩
領
と
な
っ
て
い
た
が
、
一
八
八
九
年
（
明
治
ニ
二
年
）
の
町
村
制
実
施
に
よ
り
東
塩
田
、
富
士
山
（
後
に
東
塩

田
に
併
合
）
中
塩
田
、
西
塩
田
、
別
所
の
五
か
村
に
分
か
れ
、
一
九
五
六
年
に
四
村
は
合
併
し
て
極
田
町
と
な
っ
た
が
、
塩
田
町
は

－
さ
ら
に
一
九
七

O
年
、
上
田
市
に
併
合
さ
れ
た
。
面
積
は
六
二
・
五
三
平
方
キ
ロ
で
上
田
市
の
総
面
積
の
約
三
五
%
を
占
め
、
人
口

は
一
九
八

O
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
一
七
、
七
二
九
人
（
五
、

O
四
六
世
帯
〉
、
市
の
総
人
口
の
一
五
・
九
%
と
な
っ
て
い
る
。

塩
田
地
区
に
は
上
田
市
最
大
の
地
元
企
業
で
あ
る
オ
ル
ガ
ン
針
株
式
会
社
の
本
社
と
工
場
が
あ
り
、
ま
た
近
年
上
回
交
通
〈
上
回

ー
別
所
聞
を
結
ぶ
私
鉄
）
の
各
駅
周
辺
で
は
小
規
模
な
宅
地
開
発
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
全
世
帯
の
約
半
数
は
農
家
（
そ
の

八
八
%
は
兼
業
農
家
）
で
あ
り
、
同
地
区
は
基
本
的
に
農
業
地
悼
端
で
あ
る
と
言
え
る
。



塩
田
地
区
の
経
営
耕
地
総
面
積
は
一
、
三
四
一

h

（
一
九
八

O
年
現
在
）
で
あ
り
、
そ
の
約
六

O
Zは
水
回
で
あ
泊
町
農
家
二
戸

・当
り
の
平
均
耕
地
面
積
は

0
・
五
五
h
と
、
上
田
市
の
平
均
よ
り
は
や
や
広
い
が
、
零
細
な
経
営
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
に
は
代
り

が
な
い
。
水
回
以
外
で
は
、
野
菜
の
他
、
特
産
品
で
あ
る
朝
鮮
人
参
、
桑
、
ぶ
ど
う
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

と
お
り
で
あ
る
。

塩
田
地
区
は
旧
村
単
位
に
東
温
回
、
中
極
回
、
西
塩
田
、
別
所
の
四
地
区
に
分
か
れ
る
が
、
各
地
区
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
次
の

東
塩
田
：
：
：
人
口
約
四
、
七

O
O人
。
全
世
帯
の
約
六
五
%
は
農
家
で
あ
り
、
そ
の
内
約
一
六
%
は
専
業
農
家
で
、
平
均
経
営
耕

地
面
積
も
比
較
的
広
い
。
朝
鮮
人
参
、
ぶ
ど
う
の
生
産
が
多
い
。

中
塩
田
：
：
：
塩
田
地
区
の
中
心
部
で
あ
り
、
人
口
は
約
七
、
入

O
O人
と
四
地
区
中
最
も
多
い
。
市
役
所
出
張
所
（
旧
町
役
場
）
、

公
民
館
、
中
学
校
、
電
話
局
、
農
協
、
病
院
等
が
あ
り
、
商
店
も
多
い
。
近
年
宅
地
化
が
進
ん
で
お
り
、
農
家
比
率
は
約
三
五
%
に

と
ど
ま
る
。
農
地
の
七
割
以
上
は
水
田
で
あ
る
。

地域社会における「同和j教育と差別意識

西
塩
田
：
：
：
人
口
約
＝

τ
ニ
O
O人
。
全
世
帯
の
七
三
%
は
農
家
で
あ
る
が
、
平
均
経
営
耕
地
面
積
は

0
・
五
h
と
狭
〈
、
専
業

農
家
の
比
率
は
一
二
%
に
と
ど
ま
る
。
養
蚕
と
朝
鮮
人
参
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
地
区
内
に
オ
ル
ガ
ン
針
の
本
社
と
工
場
が
あ

り
、
そ
こ
に
働
き
に
出
て
い
る
家
庭
が
多
い
。

別
所
：
：
：
塩
田
地
区
（
従
っ
て
上
田
市
）
の
最
も
南
側
奥
の
山
裾
に
あ
り
、
人
口
約
二
、

0
0
0名
と
最
も
人
口
規
模
が
小
さ

い
。
古
く
か
ら
の
有
名
な
温
泉
が
あ
り
、
約
二

O
軒
の
旅
館
が
あ
る
。
農
家
比
率
は
約
三

O
Mと
最
も
低
く
、
一
戸
当
り
平
均
耕
地

面
積
も

0
・
三
M
に
満
た
ず
、
極
め
て
零
細
で
あ
る
。

こ
の
塩
田
地
区
に
は
、
四
か
所
の
被
差
別
部
落
が
あ
り
、
現
在
そ
の
合
計
世
帯
数
は
一
－
九
1

人
口
四
五
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

四
か
所
の
被
差
別
部
落
の
う
ち
、
西
塩
田
と
別
所
に
存
す
る
も
の
は
比
較
的
規
模
が
大
き
く
、
前
者
は
五
八
世
帯
、
後
者
は
四
一
世
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帯
で
あ
る
が
、
東
塩
田
と
中
塩
田
に
存
す
る
被
差
別
部
落
は
、
共
に
一

O
世
帯
前
後
と
極
め
て
規
模
が
小
さ
い
。
被
差
別
部
落
の
人

び
と
の
職
業
は
、
伝
統
的
な
養
豚
劇
養
鶏
業
、
同
和
対
策
事
業
で
建
設
さ
れ
た
栽
培
施
設
で
の
な
め
こ
栽
培
の
他
は
、
土
建
業
、
工

場
や
飲
食
店
従
業
員
、
旅
館
の
パ
l
ト
雄
一
寸
が
多
い
。
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四
か
所
の
被
差
別
部
落
の
う
ち
、
西
塩
田
と
別
所
に
存
す
る
部
落
は
、
早
く
か
ら
解
放
運
動
が
起
こ
り
、
前
者
で
は
一
九
四
人

年
、
後
者
で
は
五

O
年
に
、
部
溶
解
放
委
員
会
（
後
の
部
落
解
放
同
盟
）
が
結
成
さ
れ
、
活
発
な
運
動
を
展
開
し
た
。
し
か
し
部
落

解
放
同
盟
別
所
支
部
は
、

一
九
六
三
年
に
、
運
動
方
針
を
め
ぐ
る
内
糾
か
ら
解
散
し
て
お
り
、
現
在
で
も
同
盟
へ
の
加
盟
率
は
か
な

り
低
い
。
そ
れ
に
対
し
て
西
塩
田
の
被
差
別
部
落
は
、

一
貫
し
て
塩
田
地
区
の
部
落
解
放
運
動
の
中
核
で
あ
り
続
け
た
。
他
の
ニ
か

所
の
被
差
別
部
落
で
は
、
部
落
解
放
同
盟
の
支
部
が
結
成
さ
れ
た
の
が
一
九
七

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
解
放
運
動
の
歴
史

．、‘、ぇ，、、。

ふ

μ
M田
υ
h
u

・
lユ
塩
田
地
区
の
社
会
「
同
和
」
教
育
の
現
状

こ
の
よ
う
な
塩
団
地
区
に
お
い
て
は
、

「
同
和
」
教
育
へ
の
取
り
組
み
は
、
非
常
に
早
く
か
ら
行
な
わ
れ
た
。

田
町
発
足
直
後
か
ら
、
公
民
館
で
は
部
落
問
題
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
や
町
の
公
報
を
用
い
て
の
啓
蒙
活
動
、
婦
人
会
、
青
年

団、

P
T
A
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
の
学
習
の
奨
励
、
各
分
館
で
の
懇
談
会
の
組
織
化
等
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
来
た
。
こ
の
よ
う
な

一
九
五
六
年
の
塩

積
み
重
ね
が
認
め
ら
れ
、
塩
田
町
は
一
九
六
二
年
に
は
県
の
部
落
解
放
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
、
よ
り
一
層
深
い
取
り
組
み
が
な

さ
れ
た
。
六
四
年
か
ら
は
、
町
内
四
小
学
校
（
東
複
回
、
中
塩
田
、
西
毎
回
、
別
所
）
ご
と
に
開
設
さ
れ
た
家
庭
教
育
学
級
に
は
必

ず
「
同
和
」
教
育
に
関
す
る
講
座
が
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
上
田
市
へ
の
合
併
後
、
上
田
市
隣
保
館
（
後
に
塩
田
解
放
会
館
と
改
称
〉
と

塩
田
公
民
館
が
併
設
さ
れ
て
開
館
し
た
一
九
七
一
年
に
は
、
学
校
、
社
会
教
育
、
部
落
解
放
同
盟
組
織
が
加
っ
た
「
同
和
教
育
研
究



会
」
が
組
織
さ
れ
、
月
一
回
の
研
究
会
や
意
識
調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

各
機
関
・
団
体
で
「
人
権
と
同
和
教
育
の
集
り
」
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
実
行
委
員
会
は
、
や
が
て
「
塩
団
地

区
間
和
教
育
推
進
協
議
会
」
へ
と
発
展
し
て
行
っ
た
戸

一
二
月
の
人
権
週
間
に
は
、
関
係

こ
の
よ
う
に
「
同
和
」
教
育
の
先
進
地
で
あ
る
塩
田
地
区
で
は
、
し
か
し
な
が
ら
今
日
、
啓
発
活
動
を
中
心
と
す
る
社
会
「
同

和
」
教
育
は
、
や
や
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
行
き
づ
ま
っ
て
い
る
。
公
民
館
で
は
現
在
、
各
分
館
単
位
の
「
同
和
教
育
講
座
」
（
懇
談
会
）

と
「
同
和
教
育
指
導
者
養
成
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
前
者
は
ど
の
分
館
で
も
分
館
、
自
治
会
、
婦
人
会
等
の
役
員
以
外
殆
ん

ど
集
ま
ら
ず
、
ま
た
後
者
も
、
参
加
者
は
殆
ん
ど
義
務
感
か
ら
参
加
し
て
お
り
、
住
民
の
聞
に
積
極
的
な
学
習
意
欲
が
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
大
部
分
の
住
民
は
、

た
と
え
懇
談
会
等
に
出
席
し
て
も
、

「
こ
う
言
っ
た
ら
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」
等
の

地域社会における「同和」教育と差別意識

気
持
か
ら
殆
ん
ど
発
言
せ
ず
、
話
し
合
い
と
言
っ
て
も
限
定
さ
れ
た
人
の
み
が
発
言
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
実
態
の
よ
う
で
あ

る

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
婦
人
学
級
、
家
庭
教
育
学
級
、
生
活
学
級
等
の
公
民
館
主
催
事
業
や
、
青
年
団
、
老
入
ク
ラ
ブ
、

等
の
団
体
で
の
「
同
和
」
問
題
学
習
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

P
T
A
 

「
同
和
」
問
題
の
学
習
の
時
に
は
参
加
者

が
少
な
く
、
参
加
態
度
も
消
極
的
な
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

部
落
問
題
の
学
習
へ
の
参
加
状
況

付
参
加
経
験

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
田
市
塩
田
地
区
に
お
い
て
は
、
住
民
に
対
す
る
部
落
問
題
に
関
す
る
啓
発
活
動
が
早
く
か
ら
始
め
ら

れ
、
公
民
館
を
中
心
に
社
会
「
同
和
」
教
育
の
体
勢
が
き
め
細
か
く
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
住
民
の
か
な
り
の
部
分
が
、
部
落
問
題

279 



計（N)

100.。
(825) 

100.0 
(400) 

単位（%）性・年令x学習参加経験表 1

しなりあ

41.1 55.2 

2.5 37.3 60.3 

体

一副
ー
州
ー

全

男

100.0 
(390) 2.1 46.7 51. 0 女

100.。
(145〕

100.0 
(190) 

100.0 
(188) 

100.0 
(138) 

100.0 
(129) 

1. 4 

2.1 

2.7 

4.3 

1. 6 

64.8 

39.5 

29.3 

30.4 

49.6 

33.8 

58.4 

68.1 

65.1 

48.8 

代

代

代

代

h

u

n

u

n

u

n

u

 

q

4

q

a

a

a

τ

E

D

 

年

齢

60歳以上

に
関
す
る
学
習
会
や
講
演
会
へ
の
参
加
経
験
を
持
っ
て
い
る
。

280 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
回
答
者
の
約
五
五
克

「
地
域
や
職
場
で
、
同
和
問
題
の
学
習
会
や
集
会
に
参
加
し

t主た
こ
と
」
が
「
あ
る
L
、
と
答
え
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
学
習
参
加

経
験
者
は
、
女
性
よ
り
も
男
性
に
比
率
が
高
く
、
年
齢
で
は
、
四

O
代
、
五

O
代
に
比
率
が
高
い
が
、
二

O
代
で
は
こ
れ
が
低
く
、

五
O
代
の
二
分
の
一
以
下
と
な
っ
て
い
る
（
表

l
y

し
か
も
、
参
加
経
験
者
の
八
割
以
上
は
、
部
落
問
題
に
関
す
る

学
習
会
や
集
会
に
こ
れ
ま
で
二
回
以
上
参
加
し
て
い
る
。
参
加
回

数
は
、
二

1
四
固
と
い
う
者
が
最
も
多
く
、
参
加
経
験
者
の
五
割

近
く
を
占
め
る
が
、

一
O
回
以
上
と
非
常
に
多
く
参
加
し
た
こ
と

の
あ
る
者
も
一
割
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
を
性
別
、
年
齢
別
に
見

る
と
、
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
も
参
加
回
数
の
多
い
者
の
比
率
が

高
く
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
参
加
回
数
の
多
い
者
の
比
率

（
参
加
経
験
者
に
お
け
る
）
が
高
い
。
特
に
、
ニ

O
代
に
お
け
る

参
加
経
験
一
回
だ
け
と
い
う
者
、
六

O
歳
以
上
に
お
け
る
参
加
経

験
一

O
回
以
上
と
い
う
者
の
比
率
の
、
相
対
的
高
さ
が
目
立
っ
て

い
る
（
表
2
）。



地域社会における「同和J教育と差別意識

（単位%）

＼塑哩空｜ 1図 I 2～4回I5寸回 I10回以上｜無回答｜計∞
100.。

全 (455) 

27.0 19. 1 1. 7 
100.0 

性 男 11. 6 40.7 (241) 

19.6 4.5 4.0 
100.。

.BIJ 女 19.1 52.8 (199) 

16.1 6.0 
100.。

20代 28.0 50.0 (50) 

年 23.1 9.9 1. 8 
100.。

30代 11. 7 53.2 (111) 

28.9 10.9 0.8 
100.。

40代 14.1 45.3 (128) 

27.8 12.2 8.9 
100.。

齢
50代 12.2 38.9 (90) 

6以0歳上 12.1 24.2 6.1 
100.。

13.1 39.4 (66) 

性・年令×参加回数表 2

以
上
の
二
つ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
塩
田
地
区
に
お
い
て
は
、
男
性

の
方
が
女
性
よ
り
も
、
よ
り
多
く
部
務
問
題
の
学
習
に
参
加
し
て

お
り
、
ま
た
、
年
齢
で
は
四

O
代
、
五

O
代
の
者
が
参
加
者
の
中

心
で
あ
り
、
。
ニ
O
代
の
若
い
層
は
殆
ん
ど
参
加
し
て
い
な
い
、
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
全
体
の
約
五
五
克
を
占
め
る
、
部
落
問
題
の
学
習

へ
の
参
加
経
験
者
は
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
場
で
の
学
習
へ
参

加
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

最
も
多
く
の
者
が
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
学
習
の
場
は
、

「
同
和

教
育
地
区
懇
談
会
〈
同
和
教
育
講
座
）
」
で
あ
り
、
参
加
経
験
者
の

約
六
割
、
回
答
者
全
体
の
三
ニ
・
六
%
が
、
こ
れ
へ
の
参
加
経
験

を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
に
次
い
で
多
く
の
者
が
参
加
経
験
を
有
し

て
い
る
の
は
、
「
P
T
A
の
同
和
問
題
の
学
習
会
、

講
演
会
」
、

「
企
業
や
組
合
が
お
こ
な
う
同
和
問
題
の
学
習
会
、

講
習
会
」
で

あ
る
。
「
差
別
を
な
く
す
塩
田
地
区
市
民
集
会
」
も
、
全
回
答
者
の

一
四
・
三
%
（
学
習
経
験
の
あ
る
者
の
約
四
円分
の
一
）
が
参
加
し

た
経
験
を
持
っ
て
い
る
ハ
表
3
）。
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男
女
別
に
、
各
学
習
の
場
へ
の
参
加
経
験
率
を
見
る
と
、
女
性



単位（%）

守！l!i!I 宮入学｜害額 11~常人大Ip叶農協｜舘 11!1
全体 I59. 1 I 13. 4 ・I 14. 7 I 3. 3 l 34. 71 4. 2 1 32. s I 2s. 9 
門 67.2 3. 71. 5. 41 4. 1 I 22. o I. 3. 3 43.6 32.8 
別女 49.2 26. 1 、26.1 4.0 1. 5 50. 3 ' 5. 5 21.1 18.{l 

20代 30.1 6.1 6.1 14.3 2.0 10.2 6.1 55.1 22.4 

年 30代 47. 7 4.5 9.9 17.7 38.J 1. 8 37.8 15.3 

40代 64.8 18.0 23.4 5.5 53. 1 3.1 28.1 26.6 

齢
50代歳上
71.1 26.7 16.7 2.2 28.9 4.4 24.4 27.8 

60 69.7 7.6 9.1 1. 5 18.2 16.7 9.1 27.3 43.9 以

参加したことのある学習の場性・年令表 3

非該当（部落問題についての学習経験が「ないJ者，及び 「無回答Jの者）を除いた比率。

の
方
が
男
性
よ
り
も
参
加
経
験
率
が
高
い
の
は
、
婦
人
学
級
、
家
庭
教
育
学

282 

級、

P
T
A
と
、
本
来
女
性
を
対
象
に
し
て
設
定
さ
れ
た
場
か
、
実
質
的
に
女

性
が
大
部
分
を
占
め
る
団
体
で
の
学
習
会
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
企
業
・
組
合

と
い
っ
た
男
性
比
率
が
高
い
組
織
で
の
学
習
会
・
講
習
会
は
も
と
よ
り
、
「
同

和
教
育
地
区
懇
談
会
」
、
青
年
学
級
、
老
人
大
学
、
「
差
別
を
な
く
す
塩
田
地
区

市
民
集
会
」
と
い
っ
た
、
男
性
に
も
女
性
に
も
平
等
に
聞
か
れ
て
い
る
場
へ
の
、

女
性
の
参
加
経
験
率
の
低
さ
が
目
立
つ
。
年
齢
層
別
で
は
、
高
年
齢
層
は
老
人

ク
ラ
ブ
の
他
「
差
別
を
な
く
す
塩
団
地
区
市
民
集
会
」
へ
の
参
加
経
験
率
が
高

く
、
中
年
層
で
は
婦
人
学
級
、
家
庭
教
育
学
級
、

P
T
A
で
の
学
習
会
へ
の
参

加
経
験
率
が
高
く
、
青
年
層
で
は
青
年
学
級
の
他
、
企
業
・
組
合
で
の
学
習
会

・
講
習
会
へ
の
参
加
経
験
率
が
高
い
。
そ
れ
に
対
し
て
「
同
和
教
育
地
区
懇
談

会
」
は
、
中
・
高
年
層
の
参
加
経
験
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
家
庭
教

育
学
級
、

青
年
学
級
で
参
加
経
験
率
が
最
も
高
い
年
齢
層
が
、
そ
れ
ら
の
学
級

の
対
象
者
の
年
齢
層
よ
り
高
い
こ
と
は
、
塩
田
地
区
に
お
け
る
近
年
の
社
会

「
同
和
」
教
育
の
沈
滞
を
表
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

同
参
加
動
機
と
参
加
し
て
の
感
想

以
上
の
よ
う
に
、
性
別
、
年
齢
別
で
は
格
差
が
存
す
る
も
の
の
、
題
岡
地
区

注

の
住
民
は
部
落
問
題
に
関
す
る
学
習
に
か
な
り
良
く
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ



地域社会における「同和J教育と差別意識

単位（%）

、！？？｜皇分から｜人に誘わ｜…｜関上からの｜無回答｜ 計んでれて いで 上 命令で (N) 

全 体 I20. 7 I 11. 6 i 10. 8 I 41. 1 I山｜ (455) 

性 男 21. 2 9.1 9. 1 45.6 14.5 0.4 
100.0 
(241) 

≫u 女 20. 1 13.6 13. 1 36.2 15.1 2.0 100.0 (199) 

20 代 18.4 22.4 18.4 14.3 24.5 2.'0 100. 0 
(50) 

年 30 代 20.7 13.5 6.3 38.7 19.8 0.9 
100.。
(111) 

40 代 16.4 7.8 15. 6 46.9 14. 1 
100.0 
(128) 

50 代 26.7 10.0 5.6 47.8 7.8 2.2 
100.。

齢 (90〕

60歳以上 21. 2 4.5 10.6 45.5 9.1 4.5 
100.0 
(66) 

1 回 22.4 20.9 7.5 28.4 14.9 6.0 100. 0 
参 (67) 

カ日 2～4回 16.7 11. 9 14.8 37.6 16.2 2.9 100.0 
(21の

回
5～9回 22.1 8. 7 9.6 42.3 16.3 1. 0 100.0 (104) 

数 100.0 10間以上 29.8 5.3 5.3 56.1 1. 8 1. 8 (57) 

性・年令・重暴力日［菌数×参加動機表 4

と
は
、

一
見
、
住
民
意
識
の
一
定
の
覚

醒
と
社
会
「
同
和
」
教
育
の
成
功
を
物

語
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
住
民
の
大
部

分
は
、
自
治
会
、
公
民
館
分
館
、
そ
の

他
の
団
体
の
役
員
に
な
っ
た
と
き
に
立

場
上
し
か
た
な
し
に
参
加
し
た
り
、
上

司
な
ど
か
ら
命
令
さ
れ
て
参
加
し
た

り
、
地
域
社
会
や
職
場
で
の
「
つ
き
合

い
」
と
し
て
参
加
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
自
ら
積
極
的
に
参
加
し
た
者
は
少

な
い
の
で
あ
る
（
表

4
1
特
に
男
性

に
は
「
役
員
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
立

場
上
参
加
し
た
」
と
い
う
者
の
比
率
が

高
い
。
ま
た
、
四

O
代
と
二

O
代
の
者

に
は
、
自
主
的
に
参
加
し
た
者
の
比
率

が
特
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
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し
か
も
、
学
習
参
加
回
数
の
多
い
者



（単位%）

＼~Iiゃん｜首都る｜車線｜謀議｜無回答 計
(N) 

全 . (455) 

性 男 18.3 27.0 26.6 25.3 2. 9 
100.。
(241) 

.SU 女 26.2 21. 5 18.3 32.5 5.8 
100.。
(199) 

20 代 12.2 26.5 28.6 32. 7 
100.0 
(50) 

年 30 代 20. 7 26. 1 25.2 ・27.0 0.9 
100.。
(lll) 

40 代 19.5 24.2 18.8 34.4 3. 1 
100.。
(128) 

50 代 28.9 17.8 21.1 25.6 6.7 
100.。

密告 (90) 

60歳以上 19. 7' 25.8 21. 2 16. 7 12.1 100.0 (66) 

参 1 回 23.9 14.9 23.9 26.9 10.4 
100.。
(67) 

加 2～4図 20.0 23.8 20.0 26.0 24.6 
100.。
(210) 

回
5～9回 18.3 26.9 26.0 23. 1 5.8 100.0 (1. 4) 
数 100.。
10回以上 22.8 33.3 24.6 17.5 1. 8 (57) 

性・年令・参加回数×参加しての感想表 5

は
参
加
態
度
が
積
極
的
か
と
い
う
と
、
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必
ず
し
も
そ
う
は
言
え
ず
、
役
員
と
し

て
の
立
場
上
参
加
し
た
、
と
い
う
者
の

比
率
は
、
参
加
回
数
が
多
い
ほ
ど
高
い

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
非
主
体
的
な
参
加
で
あ

っ
て
も
、
そ
こ
で
な
さ
れ
た
学
習
が
素

晴
し
い
も
の
で
あ
り
、
参
加
、者
が
参
加

し
て
良
か
っ
た
と
の
感
想
を
持
て
ば
、

そ
こ
に
問
題
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
表

5
に
示
す
よ
う
に
、
参
加
者
の
四
分
の

は
、
や
り
方
か
内
容
、
・
も
し
く
は
そ

の
両
方
に
問
題
か
あ
る
と
の
感
想
を
表

明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
何

ら
か
の
問
題
か
あ
る
と
感
じ
る
者
の
比

率
は
、
参
加
回
数
と
は
無
関
係
で
あ
る

と
こ
ろ
に
、
問
題
の
深
刻
さ
が
窺
わ
れ

る
。
学
習
参
加
回
数
が
多
い
ほ
ど
「
や



り
方
に
も
内
容
に
も
問
題
が
あ
る
」
と
い
う
者
の
比
率
が
低
く
な
り
、
逆
に
「
内
容
は
良
い
が
、
や
り
方
を
も
う
少
し
改
善
す
べ
き

だ
」
と
い
う
者
の
比
率
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
よ
り
問
題
が
大
き
い
の
は
学
習
会
や
集
会
の
持
ち
方
・
進
め
方
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
点
の
改
善
が
ま
ず
第
一
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
二

O
代
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
学
習
会
や
集
会
の
や
り
方
や
内
容
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
者
の
比
率
が
特
に
高
い

こ
と
、
女
性
で
は
、
学
習
会
・
集
会
に
対
す
る
評
価
が
両
極
分
解
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
層
に
対
す
る
社
会

啓
発
の
浸
透
の
不
十
分
さ
と
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

四

部
落
問
題
に
関
す
る
住
民
の
意
識
類
型

地域社会における「同和J教育と差別意識

住
民
の
反
応
の
パ
タ
ー
ン
分
類

今
日
、
人
び
と
の
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
は
多
様
で
あ
る
。
そ
の
多
様
性
は
、
個
人
聞
に
お
け
る
差
別
意
識
の
強
さ
、
深
さ
の

相
違
と
い
う
側
面
と
同
時
に
、
社
会
意
識
と
し
て
の
部
落
差
別
意
識
を
構
成
す
る
諸
要
素
に
関
す
る
、
各
個
人
の
意
識
・
態
度
の
あ

り
様
の
相
違
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
個
人
は
、
被
差
別
部
落
の
起
源
や
被
差
別
部
落
の
現
状
に
対
し
て
誤

っ
た
認
識
を
持
ち
な
が
ら
も
、
被
差
別
部
落
住
民
に
対
し
て
は
比
較
的
好
意
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
し
、
ま
た
あ
る
個
人
は
逆
に
、

歴
史
認
識
や
現
状
認
識
は
精
確
で
あ
り
な
が
ら
、
被
差
別
部
落
住
民
に
対
し
て
嫌
悪
や
ね
た
み
の
感
情
を
強
く
持
っ
て
い
る
。

こ
の
後
者
の
側
面
は
、
各
個
人
に
お
け
る
、
い
わ
ば
差
別
意
識
の
構
造
の
相
違
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
よ
う
な
差
別
意

識
の
構
造
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
・
態
度
に
か
か
わ
る
一
九
の
質
問
項
目
を
も
と
に
し
て
、

林
の
数
量
化
理
論
E
類
に
よ
る
分
析
を
行
な
っ
た
。
分
析
に
用
い
た
サ
ン
プ
ル
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
無
回
答
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。

表
6
は
、
分
析
に
用
い
た
各
項
百
の
ア
イ
テ
ム
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
反
応
サ
ン
プ
ル
数
、
析
出
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
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表 6 数量化理論E類のカテゴリー・ウエイト表

反応

アイテム カテゴリー
サン
第 1軸 第 2軸 第 3軸

プル
数

土地を売主り，近所づきあ 532 -0. 56771 . -0. 31439 -0. 43964 
土あと近地い所の売づ却き

いをる
土地はるが，近所づき 39 0.54380 0.86405 1. 04101 
地あいはしない 211 1. 30059 0.88921 1. 09126 
土を売らない

結婚を認づめ， 相相手を手側すと親 328 -0. 94332 -0. 71385 -o. 84371 

被出と差身の別者結部婚と娘落

せききあい る
結親婚は認めるが 側なと 116 0.10121 o. 79583 -0.19231 
せきづきあいはし い

結婚を認めない 322 0.95107 0.61854 0.97847 

すぐれている 62 -4. 39842 2.86355 1. 01514 

行儀の良さ どちらとも言えない 518 -0. 06930 -0. 99942 0.25064 . 劣っている 163 1. 83563 1. 99876 -1. 50374 

すぐれている 104 -3.19396 2.3.1712 1. 53059 

清潔さ どちらとも言えない 519 0.20506 -0. 99290 -0. 09182 

劣っている 113 1. 83461 2.22860 -1. 56159 

すぐれている 103 -3. 39810 2.42731 0.91096 

礼儀正しさ どちらとも言えない 466 0.06481 -1. 24044 0.25332 

劣っている 168 1. 833. 1 1. 88727 -1. 61529 

すぐれている 154 -2. 52137 1. 65276 0.26063 

勤勉さ どちらとも言えない 475 0.34078 -1.13236 0.09928 

劣っている 101 2.15913 2.49121 -1. 76148 

すぐれている 85 -3.12817 2.15852 1. 26756 

頭の良さ どちらとも言えない 563 0.19214 一0.70912 0.01330 
劣っている 83 1. 87804 2.29652 -2. 22567 

すぐれている 197 -2.03528 1. 35435 0.52505 

親切さ どちらともいえない 440 0.39582 -1. 20044 0.00823 

劣っている 97 2. 18354 2.48638 -1. 66405 

すぐれている 510 -0.03308 0.60334 -0. 05247 
団結力の強

どちらともいえない 216 -0. 04787 -1. 76993 0.16899 
さ

劣っている 19 1. 22142 3.07665 -1. 39048 

286 



、

地域社会における「同和J教育と差別意、識

すぐれている 87 -3. 43971 2.25347 0.70528 

信用の厚さ どちらともいえない 477 0.01617 -1.13867 0.16007 

劣っている 164] 1. 76239 1. 91949 -1. 30726 

すぐれている 141 -2. 21298 1. 78802 0.93786 

明かるさ どちらともいえない 465 0.27355 -0. 98169 0.10876 

劣っている 131 1. 30920 1. 42128 -1. 88260 

政策起源説 454 o. 33222 o. 1851叫4 0.93169 
被の起差別源部落 どちらともいえない 108 o. 06803ー0.1367 1. 23866 

人種・職業・犯罪起源説 235 0. 60439 0. 3975 1. 37928 

ほとんど解消した 203 -0. 31451 0.25257 0.23594 

部現状落差別の どちらともいえない 160 -0.19293 ー0.24755 1. 34246 

根強く存在している 440 0.21691 -0. 05130 -0. 48728 

部な落差別を
差別を許さない意識づく 300 -0. 92330 -0. 56803 -1. 30847 
りをす落すもめるくすには
ちといない 153 -1. 58325 -0. 79742 1. 01263 

どうしたら
被ど差別ら部が の変人えが， 態度よし、カミ
や必けをえる

348 0.89321 0.88354 0.77535 

教学校育の同和
カを入れるべきだ 278 -0. 90075 -0. 36954 -2. 00501 

につし、 どちらともいえない 186 o. 21162 -0. 59552 0.86866 
て

ほどほどにすべきだ 313 0.68098 0.64534 1. 37748 

、 今までとおり積だ極的にす 35 -1. 81337 -0. 76965 -3.12617 
すめるべきう
今までのよ なやり方は 127 -1. 07783 -0. 43046 -2. 29465 

同和対策事 変えるべきだ
業について

もうやめてもよい 177 -o. 03051 0.31551 -0.11453 

不分平だと思う 436 0.51818 0.03675 o. 91165 

差別発聖者言へ
当然だ 63 -0. 71065 -0. 09795 -1. 75423 

の糾につ 別の方法でやるべきだ 637 -0. 53527 -0.13795 0.00782 
いて

大自に見てやるべきだ 80 0.93151 1. 08739 1. 60351 

積極的になばくすなようにし
てゆかね らない

159 -1. 43499 

あまり騒ぎたてない方が 333 0.15256 o. 4000 1. 06235 
単良い

部対落差別気に 簡にはなくならないの 180 0.60641 -0. 05828 o. 51347 
する持 で，どうしようもない

自分とは直接関係のない 60 一0.08103-o. 89991 1. 34097 
ことだ

被差別部落の人も悪い 51 1. 08593 1. 16052 0.03046 

宮内 0.36835 
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分
類
の
た
め
の
軸
（
尺
度
）
の
う
ち
、
1
軸
か
ら
3
軸
ま
で
の
相
関
比
〈
乙
段
、
各
軸
ご
と
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ウ
ェ
イ
比
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
第
2
軸
は
第
3
軸
に
比
べ
る
と
相
関
比
が
高
い
が
、
第
1
軸
と
類
似
性
が
高
い
軸
で
あ
り
、

ま
た
第
3
軸
は
相
関
比
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の
値
か
ら
判
断
し
て
十
分
な
分
析
精
度
を
持
つ
の
で
、
第
1
軸
と
第
3
軸
を
分
析
に
用
い
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
第
1
軸
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
表
7
は
、
第
1
軸
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
を
も
と
に
、
値
の
大
き
い
も
の

か
ら
、
プ
ラ
ス
領
域
・
マ
イ
ナ
ス
領
域
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
1
軸
の
プ
ラ
ス
領
域
を
構
成
す
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
、
「
親
切
さ
が
劣
っ
て
い
る
」
「
勤
勉
さ
が
劣
っ
て
い
る
」
「
頭
の
良
さ
が
劣
っ
て
い
る
」
「
行
儀
の
良
さ
が
劣
っ
て
い
る
」

「
清
潔
さ
が
劣
っ
て
い
る
」
「
礼
儀
正
し
さ
が
劣
っ
て
い
る
」
等
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
領
は
、
「
行
儀
の
良
さ
が
す
ぐ

れ
て
い
る
」
「
信
用
の
厚
さ
が
す
ぐ
れ
て
い
る
」
「
礼
儀
正
し
さ
が
す
ぐ
れ
て
い
る
」
「
清
潔
さ
が
す
ぐ
れ
て
い
る
」
「
頭
の
良
さ
が
す

ぐ
れ
て
い
る
」
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
構
成
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
1
軸
は
、
被
差
別
部
落
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い

る
か
、
そ
の
反
対
に
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
か
を
仕
分
け
て
い
る
尺
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
第

－
軸
を
「
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
」
軸
と
名
付
け
、
こ
れ
に
よ
る
分
類
尺
度
を
、

「
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
ハ
一
）
｜
｜
l

マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
ハ
＋
）
」
尺
度
と
名
付
け
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
、
第
3
軸
で
は
ハ
表
8
）
、
プ
ラ
ス
領
域
を
構
成
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
「
差
別
発
言
は
、
酒
の
上
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
大

自
に
見
て
や
る
べ
き
だ
」
「
清
潔
さ
が
す
ぐ
れ
て
い
る
」
「
被
差
別
部
洛
は
、
先
祖
が
日
本
人
で
な
か
っ
た
り
、
悪
い
こ
と
を
し
た

り
‘
人
の
い
や
が
る
職
業
に
つ
い
て
い
た
り
し
た
た
め
で
き
た
も
の
だ
（
人
種
、
職
業
、
犯
罪
起
源
説
）
」
「
学
校
の
同
和
教
育
は
ほ

ど
ほ
ど
に
す
べ
き
だ
」
「
部
落
差
別
は
、
今
日
で
は
も
う
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
も
、
ま
だ
根
強
く
存
在
し
て
い
る
と

も
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
「
自
分
の
ま
わ
り
に
は
差
別
を
す
る
人
も
さ
れ
た
人
も
い
な
い
の
で
、
部
落
差
別
は
、

自
分
と
は
直
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表 7 カテゴリー・ウェイト〈第1紬〉

プラス《＋）領域 マイナス（ー〉領域

親切さ（劣っている） 2.18354 行儀の良さ（すぐれている〉 -4. 39842 

勤勉さ〈劣っている） 2.15913 信用の厚さ〈すぐれている〉 -3. 43971 

頭の良さ（劣っている） 1. 87804 礼儀正しさ（すぐれている〉 -3. 39810 

行儀の良さ（劣っている） 1. 83563 清潔さ（すぐれている） -3.19396 

清潔さ〈劣っている） 1. 83461 頭の良さ（すぐれている） -3.12817 

礼儀正しさ（劣っている〉 1. 83301 勤勉さ（すぐれている） -2. 52137 

信用の厚さ〈劣っている〉 1. 76229 明かるさ〈すぐれている） -2. 21298 

明るさ〈劣っている） 1. 30920 親切さ（すぐれている） -2. 03528 

土〈土地地のを売売却らとな近い所）づきあい 1. 30059 

書極聖的書言な論すな特いよ〉う選にし滋〉

-1. 813372 

団結カの強さ〈劣っている〉 1. 22143 にく てゆ -1. 43499 
かねばなら

表 8 カテゴリー・ウエイト（第3軸）

プラス〈＋〉領域 マイナス〈ー）領域 ’

差〈大別目発に言見へるのべ糾き弾だに）ついて
同和対ど策お事）り積業について（今

1. 60351 まで 極的にすすめ -3.12617 
るべ差きだ

清潔さ〈すぐれている） 1. 53059 極部落 別に対する気持〈積

的に議な韓〈すようにしてゆ -2. 99682 
1. 37928 かね い）

同和 について（今
1. 37748 までのよ やり方はえる -2. 29465 

らと べきだ〉
1. 34246 頭の良さ〈劣っている） -2.22567 

（自 学〈力校をの入同れ和る教べ育きにだつ）いて -2. 00501 
こと 1. 34097 

る） 1. 26756 明かるさ〈劣、っている） -1. 88260 

普B川部署対tとらF近なす所源いる 〈どちら 1. 23866 
勤勉さ（劣っている） -1. 76148 

土部〈地地いの差売を別え売却 づ〉気持きあい
差別当然発言への糾弾について -1. 75423 

1. 09126 〈だ〉

土落 にす （あ
部親落切差さ別（を劣なっくてーいる）

-1. 66405 
まり たてない方が良 1. 06235 すにはどうし

たらよいす（差別を許さない -1. 30847 
意識づく をすすめる）
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「
同
和
対
策
事
業
は
、
今
ま
で
ど
う
り
積
極

的
に
す
す
め
る
べ
き
だ
」
「
部
落
差
別
、

．は
許
せ
な
い
こ
と
な
の
で
、
積
極
的
に
な
く
す
よ
う
に
し
て
ゆ
か
ぬ
ば
な
ら
な
い
」
「
同
和

対
策
事
業
は
、
今
後
も
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
ま
で
の
よ
う
な
や
り
方
は
変
え
る
べ
き
だ
」
「
頭
の
良
さ
が
劣
っ
て
い
る
」

「
学
校
は
同
和
教
育
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

接
関
係
の
な
い
こ
と
だ
」
等
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

マ
イ
ナ
ス
領
域
は
、
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こ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
構
成
か
ら
、
第
3
軸
は
、
部
落
差
別
の
解
消
に
対
し
て
積
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も

逆
に
消
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
か
を
仕
分
け
る
尺
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
第
3
軸
を
「
部
落
差
別
解
消

へ
の
態
度
」
軸
と
名
付
け
、
こ
れ
に
よ
る
分
類
尺
度
を
「
積
極
〈
ニ
｜
｜
消
極
（
＋
）
」
尺
度
と
名
付
け
る
こ
と
に
す
る
。

（二3

住
民
の
意
識
の
四
類
型

以
上
の
よ
う
な
第
1
軸
と
第
3
軸
を
ク
ロ
ス
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
塩
田
地
区
住
民
の
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
の
類
型
を
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
本
の
軸
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
四
つ
の
象
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
1
象
限
（
＋
・
＋
）
「
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
・
消
極
」
、
第
2
象

限

（

一

・

一

）

「

プ

ラ

ス

イ

メ

ー

ジ

・

積

極

」

、

第
4
象
限
（
＋
・
一
）
「
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
・
積
極
」
と
な
る
が
、
こ
の
各
象
限
に
対
応
さ
せ
て
、
四
つ
の
類
型
を
折
出
す
る
こ

・
＋
）
「
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
・
消
極
」
、
第
3
象
限
（
一

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

各
類
型
の
特
性
を
見
る
た
め
に
、
カ
テ
ゴ
リ
・
ウ
エ
イ
ト
の
高
い
ア
イ
テ
ム
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
数
値
を
座
標
平
面
上
に
プ
ロ
ッ
ト

し
た
も
の
が
、
図
ー
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
、
各
類
型
の
特
性
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

①
第
1
象
限
ハ
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
・
積
極
）

こ
れ
は
、
被
差
別
部
落
の
起
源
に
つ
い
て
誤
っ
た
認
識
を
持
ち
、
被
差
別
部
落
の
住
民
に
対
し
て
悪
い
印
象
を
持
っ
て
い
る
た
め



に
、
被
差
別
部
落
出
身
者
と
近
所
付
き
合
い
を
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
部
落
差
別
を
な
く
す
に
は
先
ず
被
差
別
部
落
の
人
が
態
度
や

心
掛
け
を
変
え
る
べ
き
だ
と
考
え
、
「
同
和
対
策
事
業
」
は
不
公
平
だ
か
ら
や
め
る
べ
き
だ
と
考
る
。
ま
た
、
部
落
差
別
に
つ
い
て

あ
ま
り
騒
ぎ
立
て
な
い
方
が
良
い
、
と
H

寝
た
子
を
起
こ
す
な
H

的
態
度
を
取
り
、
従
っ
て
学
校
が
「
同
和
」
教
育
に
カ
を
注
ぐ
こ

と
に
は
反
対
の
態
度
を
取
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
被
差
別
部
落
を
見
下
し
、
そ
の
（
認
知
さ
れ
た
〉
低
位
性
を
当
然
の
こ

と
、
あ
る
い
は
被
差
別
部
落
側
に
原
因
す
る
も
の
と
考
え
、
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
同
和
対
策
事
業
」
等
に
よ
り
被
差
別

部
落
が
向
上
す
る
こ
と
は
不
当
だ
と
考
え
る
意
識
類
型
で
、

「
ね
た
み
型
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②
第
2
象
限
〈
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
・
消
極
）

地域社会における「同和」教育と差別意識

こ
れ
は
、
被
差
別
部
落
の
住
民
に
対
し
て
、
行
儀
が
良
い
、
清
潔
だ
、
頭
が
良
い
、
礼
儀
正
し
い
等
と
、
全
体
と
し
て
非
常
に
良

い
印
象
を
持
っ
て
い
る
が
、
部
落
差
別
の
現
状
に
つ
い
て
は
あ
い
ま
い
な
認
識
や
、
「
も
う
ほ
と
ん
ど
解
消
し
た
」
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
部
落
差
別
を
な
く
す
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
に
つ
い
て
も
明
確
な
判
断
を
下
せ
ず
、
部
落
差
別
は
基
本

的
に
自
分
と
は
無
関
係
な
問
題
だ
と
の
態
度
を
取
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

一こ
れ
は
、
現
在
で
は
被
差
別
部
落
は
部
落
外
と
何
ら
変
ら
な

い
、
む
し
ろ
良
く
な
っ
て
い
る
と
受
け
留
め
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
部
落
差
別
は
も
は
や
大
き
な
社
会
問
題
で
は
な
い
と
考
え
、

こ
れ

を
無
視
す
る
意
識
類
型
で
、

廿
都
情
関
心
型
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

③
第
3
象
限
〈
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
・
積
極
）

こ
れ
は
、
部
落
差
別
に
対
し
て
、
積
極
的
に
な
く
L
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
態
度
を
取
り
、
そ
の
た
め
に
は
差
別
を
許
さ
な

い
意
識
づ
く
り
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
学
校
が
「
同
和
」
教
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
賛
成
し
、

同

和
対
策
事
業
」
は
今
ま
で
ど
う
り
す
す
め
る
べ
き
だ
、
差
別
発
言
に
対
す
る
運
動
体
の
糾
弾
は
当
然
だ
と
考
え
、
被
差
別
部
落
の
住
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民
と
姻
戚
関
係
を
持
つ
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
持
た
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
部
落
解
放
に
非
常
に
前
向
き
で
、
自
ら
も
差
別
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意
識
を
あ
ま
り
持
た
な
い
、
あ
る
い
は
差
別
性
を
払
拭
し
よ
う
と
志
向
し
て
い
る
意
識
類
型
で
、

「
解
放
型
」
と
名
付
け
る
こ
と
が

で
会
』
る
。

＠ 

第
4
象
限
（
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
・
積
極
）

こ
れ
は
、
部
落
差
別
の
解
消
に
い
っ
て
は
一
応
積
極
的
な
態
度
を
取
る
が
、
被
差
別
部
落
の
住
民
に
対
し
て
は
、

マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
家
族
の
結
婚
と
い
う
よ
う
な
直
接
自
分
に
か
か
わ
る
問
題
に
な
る
と
、
差
別
的
態
度
を
示

す
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
被
差
別
部
落
を
見
下
し
、
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
救
っ
て
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
意
識
類
型
で

「
同
情
型
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

地域社会における「同和J教育と差別意識

五
部
落
問
題
に
関
す
る
住
民
の
意
識
の
規
定
要
因

け

被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
の
規
定
要
因

極
困
地
区
の
住
民
、
お
そ
ら
く
、
同
時
に
多
く
の
地
繊
の
住
民
の
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識
は
、
以
上
の
よ
う
な
四
類
型
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
住
民
意
識
の
分
化
を
規
定
し
て
い
る
要
因
を
探
る
た
め
に
、
林
の
数
量
化
E
類
で
析
．

出
さ
れ
た
二
本
の
軸
ハ
第
1
軸
l
「
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
」
軸
と
第
3
軸
｜
「
部
落
差
別
解
消
へ
の
態
度
」
軸
）
を
そ
れ
ぞ
れ
外

的
基
準
と
し
て
、
林
の
数
量
化
E
飾
ピ
よ
る
分
析
を
行
な
っ
た
。

ま
ず
、
『
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
』
の
規
定
要
因
で
あ
る
が
、
「
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
」
の
判
別
に
寄
与

す
る
と
思
わ
れ
る
要
因
と
し
て
は
、
学
習
関
連
要
因
と
し
て
、
「
被
差
別
部
落
の
認
知
の
媒
体
〈
塩
団
地
区
に
被
差
別
部
落
が
あ
る

こ
と
を
何
に
よ
っ
て
知
っ
た
か
）
」
「
被
差
別
部
落
出
身
出
と
の
つ
き
あ
い
経
験
」
「
学
習
参
加
回
数
」
「
地
区
懇
談
会
へ
の
参
加
経
験
」

「
P
T
A
の
学
習
へ
の
参
加
経
験
」
「
企
業
内
の
学
習
．会
へ
の
参
加
経
験
」
「
部
落
問
題
学
習
の
欲
求
ハ
も
っ
と
部
落
問
題
に
つ
い
て
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表 9 数量化E類による被差別部落イメージの分析結果（学習関連要因〉

アイ テム カテ -::,• リ ｜順｜カテゴリ1，；竺一 位一・ウエ
イト

親 0.16 

被の差媒別体部落の認知 親以外の家族，親戚，近所の人 7 
-0.66 0.055・ 

友達や先議 -0.59 (1. 36) , 

その他 0.70 

り I 1 I叶 o.134. とのつあい な し
． 

2. 35 (3. 08). 

。回 ・l. 00 

1 図 1. 48 0.123 
学習参加回数 2～4回 3 -0.72 (2.54) 

5～9回 -1.06 

10回以上 -1.00 

器量震拾の参1:り I 6 i -0. 57 I o. 071 
し 1. 14 (1. 71) 

PTA経の学験習会へ ｜｜ あ り I 9 i -o. 23 I o.側
の参加 な し o. 87 (1. 10) 

企の業参加内経の学験習会へ ｜！あな り 0.112 

し 2.30 (2.86) 

地参加区経市験民集会への ｜｜ あな り
J s I o.オ0.051

し -1. 32 (1. 54) 

部求落問題学習の欲 強 し、 ト0I 0.48 0.035 
jjjj し、 -0.27 (0.75) 

効果がある -1.95 0.133 
「同和J教育の効識 どちらともいえない ・2 -0.15 果についての認 (3. 13) 

効果がない 1 .. 18 

あ り 0.95 0.090 
学教校育時を代受にけ「た同経和験J な し 5 -0.53 (2.89) 

言己1意：がはっきりしない 1. 94 

（相関比 0.073)
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地域社会における「同和」教育と差別意識

プラスイメージ(1.10) マイナスイメータ（0.47)

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー由ーーーーーー一一ーー

組a民脳夕早近白所軍民白人 主人や先脅E 関 そ由他

自ll体】

あい程験｝ あり 包し

10回以上 2-4自 なし 1回
国政｝ 5-9回

思践岳書加〉 あり 屯し

Alll加｝ あり なし

内世宵書加｝ 品。

市民罰金書加｝ ー
起し

あり

世＞JU 弱 強い

11111) 効果がある 、
どちいらえとはもい

軸県相也、、

「同和Jll険I
はし あり

記岱しははい勺きり

カテゴリー数量の比較〈彼差別部落イメージ，学習関連要因〉

2.5 2.0 1.5 1.0 0.5 -o 5 -10 -1.5 

図2

-2.0 

(I単

〈つ

〈書加

｛地区

なし

(P 

｛企軍

（砲E

【学習

〈効果田

｛学股

学
び
た
い
と
思
う
か
と
つ
同
和
u
教

育
の
効
果
に
つ
い
て
の
認
識
つ
同

和
H

教
育
を
積
極
的
に
す
す
め
れ
ば
、

人
び
と
の
差
別
意
識
や
偏
見
は
だ
ん

だ
ん
と
な
く
な
っ
て
ゆ
く
と
思
う

か
）
」
「
学
校
時
代
に
H

同
和
u
教
育

を
受
け
た
経
験
」
の
一

O
要
因
二
七

カ
テ
ゴ
リ
ー
、

属
性
要
因
と
し
て

「
性
別
」
「
年
齢
」
「
居
住
地
域
」
「
学

歴
」
の
四
要
因
一
四
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

説
明
変
数
と
し
て
取
り
上
げ
、
学
習

関
連
要
因
と
属
性
要
因
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
数
量
化
E
類
に
よ
る
分

析
を
行
っ
た
。

表
9
は
、
学
習
関
連
要
因
を
説
明

変
数
と
し
た
場
合
の
『
被
差
別
部
落

イ
メ
ー
ジ
』
の
判
別
分
析
（
数
量
化
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E
類
に
よ
る
分
析
）
の
相
関
比
、
各



ハ

凶

〉

（

M
M）

ア
イ
テ
ム
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
、
偏
相
関
係
数
及
び
レ
ン
ジ
で
る
。
偏
相
関
係
数
あ
る
い
は
レ
ン
ジ
の
値
が
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大
き
い
ほ
ど
、
そ
の
要
因
が
被
差
別
部
落
に
対
し
て
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
と
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
グ
ル
ー
プ

の
判
別
に
寄
与
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
レ
ン
ジ
は
ア
イ
テ
ム
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
反
応
数
に
依
存
す
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
こ

こ
で
は
偏
相
関
係
数
を
寄
与
の
大
き
さ
の
基
準
と
し
、
寄
与
の
大
き
な
要
因
か
ら
順
位
を
つ
け
た
。
な
お
、
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
サ
ン
プ
ル
・
ス
コ
ア
の
平
均
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

l
H
・
5
と
。
・
ロ
で
あ
る
の
で
、
プ
ラ
ス
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ウ

エ
イ
ト
を
持
つ
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
」
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
を
示
し
、

マ
イ
ナ
ス
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
を
持

カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ウ
エ
イ
ト
め
方
向
と

つ
大
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
」
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
図
2
に、

き
さ
を
図
示
し
た
。

表
6
と
図
2
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
よ
う
に
、
学
習
関
連
要
因
の
う
ち
、

『
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
』
を
規
定
す
る
最
も
強
い
要
因

は
、
被
差
別
部
落
出
身
者
と
の
つ
き
合
い
経
験
で
あ
る
。
つ
き
合
い
経
験
の
あ
る
者
は
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
の
に
対
し
て
、
な

い
者
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
と
判
別
さ
れ
た
。
次
い
で
規
定
力
が
強
い
要
因
は
、
「
同
和
」
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
の
認
識

で
あ
り
、
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
者
は
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
効
果
が
な
い
と
認
識
し
て
い
る
者
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
l

ジ
を
持
つ
と
判
別
さ
れ
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
い
う
者
は
、
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
も
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
も
判
別
し
に

く
い
。三
番
目
の
要
因
は
、
部
港
問
題
に
関
す
る
学
習
会
等
へ
の
参
加
回
数
で
あ
る
。
参
加
回
数
が
多
い
者
は
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
、
少
な
い
者
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
判
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
学
習
参
加
回
数
に
つ
い
て
い
ま
一
つ
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
参
加
回
数
「
1
回
」
の
方
が
、

「
0
回
」
よ
り
も
、

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
を
よ
り
強
く
規
定
す

る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
五
番
目
の
要
因
で
あ
る
、
学
校
時
代
に
「
同
和
」
教
育
を
受
け
た
経
験
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ウ
エ
イ
ト



地減社会における「同和」教育と差別意、議

数量化E類による被差別部落イメージの分析結果（属性要因）

アイ テム カテゴ リーー ｜順｜カテゴリ ，，：y~~~位一・ウエ
イト

性 5JU 男 -0.05 0.005 

女 0.06 (0.11) 

20 代 2.19 

30 代 1. 82 0.233 
年 齢 40 代 1 0.43 (6.82) 

50 代 -1. 93 

060歳以上 -4.63 

東温図 o. 79 

居住地区
中塩田

3 
-0.42 0.050 

西自毎回 0.25 (1. 21) 

5JU 所 -0.24 

重量務教育 -0.45 

点弓MーR・ 歴 （後期）中等教育 2 0.59 
0.077 

高等教育 -1. 45 (1. 90) 

表 10

けの
た方
よ向
う〈

!;; fl_ 
宗と! t~ 十

カミ 二
思ご
し、 ’J
出汁
メ
さ，
な ＿：.
“ J 
どを

と建
志～ り「
」受

が
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
規
定
す
る
）
と
を
合
わ
せ
考
え

る
と
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
「
同
和
」
教
育
や
学
校
「
同
和
」

教
育
は
、
あ
る
部
分
、
被
差
別
部
落
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
を
纏
え
つ
け
る
効
果
を
持
っ
て
来
た
こ
と
を
推

測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
各
種
の
学
習
の
場
の
中
で

0.064) 

は
、
企
業
内
「
同
和
」
教
育
が
『
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
』

に
最
も
規
定
力
が
大
き
く
、
参
加
経
験
者
は
プ
ラ
ス
イ
メ

（相関比

ー
ジ
を
、
非
経
験
者
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
傾
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
規
定
力
・
は
弱
い
が
、

「
部
落
差
別
を
な
く
す
地
区
市
民
集
会
」
へ
の
参
加
経
験

は
、
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
所
持
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
も
、

「
同
和
」
教
育
の
効
果
の
一
面
と
し
て
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
属
性
変
数
を
説
明
変
数
と
し
た
場
合
の
『
被
差

別
部
落
イ
メ
ー
ジ
』
の
判
別
分
析
の
結
果
を
見
て
み
よ
う
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（
表
目
、
図

3
1
四
つ
の
要
因
の
中
『で
『
被
差
別
部
落



カテゴリー数量の比較〈被差別落イメージ，属性要因〉図3
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甚輯睡宵高司ft宵

イ
メ
ー
ジ
』
の
最
も
強
い
規
定
要
因
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は
年
齢
で
あ
る
。
次
い
で
強
い
の
は

学
歴
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
年
齢
に
比

べ
れ
ば
遥
か
に
規
定
力
が
弱
く
、
居

住
地
区
は
学
歴
よ
り
も
さ
ら
に
弱
。く、

性
別
は
全
く
規
定
力
を
持
っ
て
い
な

L、。
そ
こ
で
「
年
齢
」
要
因
の
各
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
方
向
と
値
を
見
る
と
、
年

齢
が
低
い
ほ
ど
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
、
高
い
ほ
ど
プ
ラ
ス
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
こ
と
が
判
別
さ
れ
る
。
一

般
に
年
齢
が
高
い
者
ほ
ど
被
差
別
部

落
に
対
す
る
偏
見
が
強
く
、
悪
い
イ

メ
l
ジ
を
抱
い
て
い
る
と
思
わ
れ
て

い
る
が
、
今
回
の
調
査
の
結
果
に
よ

る
限
り
は
、
こ
れ
は
全
く
の
誤
解
で

あ
り
、
む
し
ろ
若
い
人
ほ
ど
被
差
別



部
落
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
学
歴
で
は
、
高
等
教
育
学
歴
は
か
な
り
強
く
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
所
持
を
規
定
す
る
が
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
所
持
を

規
定
す
る
の
は
（
後
期
）
中
等
教
育
1

旧
制
中
学
校
・
女
学
校
・
実
業
学
校
等
、
新
制
高
校
1

学
歴
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
、
一
般
に

考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
歴
が
低
い
ほ
ど
差
別
意
識
が
強
い
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

『
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
』
を
相
対
的
に
強
く
規
定
す
る
の
は
被
差
別
部
落
出
身
者
と
の
つ
き
あ
い
経
験
や
年

齢
で
あ
り
、
直
接
「
同
和
」
教
育
に
か
か
わ
る
要
因
の
規
定
力
は
、
こ
れ
ら
に
比
べ
れ
ば
弱
い
。
し
か
も
『
被
差
別
部
落
イ
メ
l

以
上
の
よ
う
に
、

地域社会における「同和」教育と差別意識

ジ
』
の
判
別
分
析
の
相
関
比
は
、
学
習
関
連
要
因
、
属
性
要
因
の
い
ず
れ
を
説
明
変
数
と
す
る
場
合
も

0
・
一
以
下
で
比
較
的
小
さ

い
の
で
、
社
会
「
同
和
」
教
育
は
、
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
や
変
容
に
ご
く
小
さ
な
力
し
か
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
も
、
そ
の
僅
か
な
効
果
も
、
必
ず
し
も
意
図
さ
れ
た
方
向
で
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
あ
る
場
合
に
は
逆
ハ
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
の
形
成
〉
に
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

同
部
落
差
別
解
消
へ
の
態
度
の
規
定
要
因

数
量
化
理
論
皿
数
の
第
3
軸
、
す
な
わ
ち
『
部
落
差
別
解
消
へ
の
態
度
』
軸
を
外
的
要
因
と
す
る
数
量
化
理
論
E
類
に
よ
る
分
析

に
お
い
て
も
、

『
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
』
の
分
析
と
全
く
同
じ
ア
イ
テ
ム
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
説
明
変
数
と
し
、
同
じ
手
段
を
取

る。
表
口
、
図
4
に
示
す
よ
う
に
、
学
習
関
連
要
因
の
う
ち
『
部
落
差
別
解
消
へ
の
態
度
』
の
判
別
に
最
も
寄
与
す
る
要
因
は
、
部
落

問
題
学
習
へ
の
欲
求
で
あ
る
。
学
習
欲
求
が
強
い
者
は
部
落
差
別
解
消
に
積
極
的
な
態
度
を
取
り
、
反
対
に
弱
い
者
は
消
極
的
な
態

度
を
取
る
と
判
別
さ
れ
た
。
し
か
し
、
判
別
分
析
は
因
果
連
鎖
を
一示
す
も
の
で
は
な
い
の
で
、
部
落
問
題
学
習
の
欲
求
が
強
い
こ
と

299 

（
あ
る
い
は
弱
い
こ
と
）
と
部
落
差
別
解
消
へ
の
積
極
性
（
あ
る
い
は
消
極
性
）
と
は
、

い
ず
れ
が
原
因
で
い
ず
れ
が
結
果
で
あ
る



表 11数量化E類による部落差別解消への態度の分析結果〈学習関連要因〉

テイ テム カテゴリ I : I~:;· !1r~~00~~ 
親 -0. 28 

被の媒差体別部落の認知 親以外の家族，親戚，近所の人 5 1. 85 0.070 

友達や先輩 -0.87 (2. 72) 

その他 0.03 

り
181叶 0.016

とのつきあい経験 な し o. 04 (0. 47) 
。国 0.20 

1 図 一0.02 0.140 
学習参加回数 2～4図 3 0.04 (8. 59) 

5～9問 -3.61 

10回以上 -6.60 

地加経区懇験談会への参 あ り 7 0. 37 o. 035 
し -0. 74 (1. 11) 

り 9 -0. 03 0. 005 
の参加 な し

企の業参加内経の学験習会へ あな り 6 o. 27 o. 039 
し -1. 10 (1. 37) 

り 10 0.01 0.001 

し 1・ -0. 05 (0. 06) 

部求落問題学習の欲 強 し、
11 1-4. 57 

0.249 

弱 し、 2.56 (7.13) 

効果がある -3.82 0.204 
果「に同和つ」い教て育の認の効識 どちらともいえない 2 -0.52 (6.20) 

効果がない 2.38 

あ り -2.55 
0.134 

学育校を受でけ「た同経和」験教 な し 4 1.14 (5.54) 
記憶がはっきりしない -2.'99 

（相関比 o. 242) 
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カテゴリー数量の比絞（部落差別解消への態度，学習関連要因）図4

3,0 2,0 1,0 。・1,Q-2,() -3,() -4,0 -5,0 -6,() 
・.....L..

前極的（3,(3】陥極的（－ 3,64】

一弘復所
一
の
近一…r

－
銅
観

一ーーーーー一一ー一一一一一一一ー一一ー一一一ーーー、
モ由他鰻

主i!や友人(l/l知申！l体〉

なし

2-4凶

あり

I 1立I

〈つきあい縫敏〉

江し
5-9回10回以上

〈怠加回放｝

〈地区湿鋭金書加｝ 品りなし

桔しあり(PTA:J加｝

〈企業内畢宵富加】 あり

あり

なし

なし

強い

どちらともいえない効!flがある

｛地区市民集会書加）

（学~欲求｝

｛効果の詔Ull

｛学校『同和JIHU

... 
0 
σ3 

なし
あタ置1健制は9

~り l,flい

蝉
梢
絢
『
長
州
制
H

吋
極
秘
「
挺
区
」
A
即
J

公
認

υ』
紺
明
記
M
崎
製



数量化E類による部落差別解消への態度の分析結果〈属性要因）

アイ テム カテゴリ I : I~:: !Ir~~~~~ 
性 別 男 I 1 Iぺ0.161

女 2. 43 (4. 67) 

20 代 0.27 

30 代 -0. 75 0.058 
年 齢 40 代 3 0.53 (2.45) 

50 代 1. 28 

60歳以上 -1.17 

東塩田 0.66 

居住地区 中温田 4 
0.27 0.046 

西塩田 -1.06 (1. 72) 

≫u 所 -0.96 

義務教育 2.17 0.123 
学 歴 〈後期）中等教育 ワー -0.02 (5.69〕

高等教育 -3.52 

表12

か
は
不
明
で
あ
る
。
同
様
の
問
題
は
、
態
度
が
明
ら
か
に
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要
因
と
な
り
得
な
い
、
被
差
別
部
落
の
認
知
の
媒
体
、
学

校
「
同
和
」
教
育
の
経
験
、
及
び
被
差
別
部
落
出
身
者
と

の
つ
き
合
い
経
験
ハ
こ
の
場
合
は
、
部
落
差
別
解
消
へ
の

、態
度
が
要
因
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
相
対
的
に
小
さ

い
と
考
え
ら
れ
る
）
以
外
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
も
存
在

す
る
。

0.047) 

『
部
落
差
別
解
消
へ
の
態
度
』
に
関
し
て
、
2
番
目
に
規

定
力
が
強
い
学
習
関
連
要
因
は
、
「
同
和
」
教
育
の
効
果
に

〈相関比

つ
い
て
の
認
識
で
あ
る
。
効
果
が
あ
る
と
い
う
認
識
は

「
積
極
的
」
態
度
の
グ
ル
ー
プ
に
、
効
果
が
な
い
と
い
う

認
識
は
「
消
極
的
」
態
度
の
グ
ル
ー
プ
に
寄
与
し
て
お
り
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
い
う
態
度
は
、

い
ず
れ
に

も
あ
ま
り
寄
与
し
・て
い
な
い
。

三
番
目
の
要
因
は
、
学
習
参
加
回
数
で
あ
る
。
参
加
回

数
「
1
回
」
と
「
2
1
4
回
」
で
位
置
に
逆
転
が
見
ら
れ

い
ず
れ
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
－
ウ
エ
イ
ト
は
ゼ
ロ

る
も
の
の
、

に
近
い
の
で
、
学
習
参
加
回
数
が
多
い
ほ
ど
部
落
差
別
解



消
に
積
極
的
で
あ
り
、
参
加
回
数
が
ゼ
ロ
の
場
合
に
は
消
極
的
で
あ
る
と
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

四
番
目
の
要
因
は
、

学
校
で
「
同
和
」
教
育
を
受
け
た
経
験
で
あ
り
、
経
験
が
あ
る
場
合
、
及
び
「
受
け
た
よ
う
な
気
も
す
る
が
思
い
出
さ
な
い
」
・
場
合

は
「
積
極
的
」
態
度
に
、
な
い
場
合
に
は
「
消
極
的
」
態
度
に
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
社
会
「
同
和
」
教
育
及
び
「
学
校
」
同
和
教
育
に
お
け
る
啓
発
活
動
は
、
部
落
差
別
解
消
へ
の
積
極
的
態
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度
の
形
成
に
関
し
て
は
、

一
定
の
効
果
を
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
特
に
学
習
関
連
要
因
を
説
明
変
数
と
す
る
『
部

落
差
別
解
消
へ
の
態
度
』
の
判
別
分
析
の
相
関
比
は
。
・
N
お
と
高
い
の
で
、

「
同
和
」
教
育
の
効
果
は
一
層
明
確
で
あ
る
。
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し
か
し
、
規
定
力
は
弱
い
と
は
い
え
、
地
区
懇
談
会
へ
の
参
加
経
験
「
な
し
」
と
企
業
内
の
学
習
会
へ
の
参
加
経
験
「
な
し
」

が
、
と
も
に
む
し
ろ
部
落
差
別
解
消
へ
の
消
極
的
態
度
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
、

一
つ
の
問
題
で
あ
る
。

最
後
に
、

『
部
落
差
別
解
消
へ
の
態
度
』
に
対
す
る
属
性
要
因
の
規
定
力
を
見
る
と
、
こ
の
分
析
の
相
関
比
は
比
較
的
小
さ
式
、

属
性
は
部
落
差
別
解
消
へ
の
「
積
極
」
性
と
「
消
極
」
性
を
判
別
す
る
基
準
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
な
い

こ
と
が
分
る
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
は
、
性
別
が
比
較
的
大
き
な
規
定
力
を
持
っ
て
お
り
、
学
歴
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
ハ
表
ロ
、
図
5
）
。
男
性

は
部
落
差
別
解
消
に
積
極
的
な
態
度
を
示
し
、
女
性
は
消
極
的
な
態
度
を
示
す
と
判
別
さ
れ
る
。
ま
た
、
学
歴
が
高
い
ほ
ど
部
落
差

別
解
消
に
積
極
的
な
態
度
を
示
し
、
高
等
教
育
学
歴
の
者
は
「
積
極
的
」
に
、
義
務
教
育
学
歴
の
者
は
「
消
極
的
」
に
分
類
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
部
落
差
別
解
消
へ
の
態
度
に
関
し
て
は
、
（
社
会
）
「
同
和
」
教
育
は
、
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
に
関
し
て
よ
り

は
遁
か
に
大
き
な
規
定
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
方
向
も
、
若
干
の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
期
待
さ
れ
て
い
る
方
向
、
す
な
わ

ち
、
学
習
経
験
や
学
習
へ
の
積
極
性
が
部
落
差
別
解
消
に
対
す
る
積
極
的
態
度
を
規
定
す
る
、
と
い
う
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

側
面
の
差
別
意
識
の
解
消
に
は
、
啓
発
活
動
は
か
な
り
の
効
果
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

現
在
、

「
同
和
」
教
育
は
大
き
な
転
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
上
岡
市
塩
田
地



「
同
和
対
策
特
別
措
置
法
」
の
作
用
と
行
政
、
運
動
体
、
住
民
の
努
力
に
よ
っ
て
、
上
田
市
、
そ

区
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。

の
中
の
極
田
地
区
で
は
、
す
ぐ
れ
た
社
会
「
同
和
」
教
育
の
シ
ス
テ
ム
が
作
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
一
定
の
機
能
を
発
揮
し
て
来

た
が
、
現
在
で
は
教
育
主
体
の
姿
勢
も
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
習
方
法
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
住
民
の
積
極
的
な
意
欲
を
引
き
出
し
に

く
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
従
来
の
啓
発
活
動
は
、
被
差
別
部
落
の
歴
史
や
解
放
へ
の
歩
み
、

部
落
差
別
の
狼
深
さ
と
解
放
の
必
要
性
を
理
解
さ
せ
ん
が
た
め
に
、

が
、
今
回
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
、

「
同
和
対
策
事
業
」
の
意
義
等
に
重
点
が
置
か
れ
、

い
わ
ゆ
る
「
部
溶
の
低
位
性
」
を
強
調
し
て
来
た
。
こ
の
こ
と

「
被
差
別
部
落
イ
メ
ー
ジ
」
の
改
善
に
つ
い
て
の
効
果
の
無
さ
、
あ
る
い
は
逆
効

果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
は
、
別
の
形
で
既
に
野
口
道
彦
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

地域社会における「同和」教育と差別意識

そ
の
点
を
正
し
く
認
識
し
て
、
意
識
類
型
で
言
え
ば
「
解
放
型
」
を
形
成
し
え
る
よ
う
な
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
方
法
を
開
発
す
る
と

が
、
今
後
の
「
同
和
」
教
育
、
と
り
わ
け
社
会
「
同
和
」
教
育
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
研
究
者
の
側
で
は
、
人
び
と
の
差
別
意
識
の
構
造
を
よ
り
的
確
に
把
え
る
概
念
枠
組
，み
と
調
査
方
法
・
分
析
方
法
を
開
発

す
る
こ
と
、
そ
れ
を
駆
使
し
て
差
別
問
題
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
効
果
と
限
界
、
効
果
を
よ
り
高
め
る
方
法
を
考
え
出
す
こ
と
が
、

直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
る
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
研
究
が
、
そ
の
課
題
の
達
成
に
少
し
で
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き

た
な
ら
ば
、
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

？？堂、J 、...， iiC:. 

本
研
究
は
、
一
九
人
一
年
度
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
個
人
研
究
助
成
を
得
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

後
藤
誠
也
「
教
育
と
地
域
環
境
」
日
本
教
育
社
会
学
会
編
『
教
育
社
会
学
研
究
』
第
鈍
集
東
洋
館
出
版

こ
の
側
面
の
戦
後
「
同
和
」
教
育
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
番
を
参
照
さ
れ
れ
い
。

鈴
木
祥
蔵
、
横
田
三
郎
、
村
越
朱
男
共
編
『
戦
後
同
和
教
育
の
歴
史
』
解
放
出
版
社
一
九
七
七
年
。

一
九
七
九
年
九
頁
。
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鈴
木
祥
蔵
、
検
問
三
郎
、
海
老
原
治
善
共
編
『
講
座
部
落
解
放
教
育

盛
田
嘉
徳
『
解
放
教
育
へ
の
道
程
』
明
治
図
書
一
九
七
四
年

東
上
高
志
『
戦
後
同
和
教
育
の
あ
ゆ
み
』
汐
文
社
一
九
七
二
年

〈

3
〉
横
島
章
他
『
同
和
問
題
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
効
果
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
審
』
総
理
府

（
4
）
『
上
岡
市
の
統
計
昭
和
田
年
』
上
田
市
総
務
部
企
画
調
整
課
一
九
八
二
年
二
五
頁

（
5
）
同
三
七
頁

（6
）
同
三
五
頁

（7
）
同
三
八
頁

（
8
）
同
三
六
頁

（
9
）
『
昭
和
民
年
度
同
和
対
策
の
概
要
』
上
田
市
一
九
八
一
年
一
頁

（
刊
）
同
七
頁

（U
）
前
掲
『
上
田
市
の
統
計
』
ニ
二
頁

（
ロ
）
同
二
五
頁

（
日
）
塩
団
地
区
間
和
教
育
研
究
会
歴
史
策
集
委
員
会
『
部
落
の
成
立
と
解
放
へ
の
歩
み
｜
塩
田
平
を
中
心
と
し
て
』
塩
田
地
区
同
和
教
育
研
究

会
一
九
七
六
年
九
二
｜
九
七
頁
参
照

（H
）
質
的
デ
1
タ
の
主
成
分
分
析
に
相
当
す
る
も
の
で
、
通
称
パ
タ
ン
分
類
と
呼
ば
れ
る
。

（
日
）
分
析
の
精
度
を
示
す
も
の
で
、
1
に
近
い
ほ
ど
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
与
え
ら
れ
た
ス
コ
ア
ハ
固
有
ベ
ク
ト
ル
U

の
影
響
が
強
い
。

（
時
）
固
有
ベ
ク
ト
ル
の
分
散
が
ー
に
な
る
よ
う
正
規
化
し
た
も
の
で
、
数
値
の
似
て
い
る
ア
イ
テ
ム
は
、
そ
の
含
む
意
味
内
容
が
類
似
し
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
口
）
質
的
デ
ー
タ
の
判
別
分
析
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
説
明
さ
れ
る
要
因
ハ
外
的
基
準
》
が
分
類
ハ
グ
ル
ー
プ
〉
で
与
え
ら
れ

て
い
る
と
き
、
質
的
な
説
明
要
因
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
数
値
を
対
応
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
和
の
形
で
、
グ
ル
ー
プ
の
差
を
よ
く
判
別
で
き
る
よ
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
数
量
化
を
行
う
方
法
。

2
部
落
解
放
教
育
の
歴
史
』
明
治
図
書

一
九
七
八
年
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一
九
八
二
年

一一負。
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（
刊
日
）

（

国

）

（

却

）

他
の
要
因
の
影
響
を
除
去
し
た
と
き
の
外
的
基
準
と
当
該
説
明
要
因
と
の
相
関
係
数
。

各
ア
イ
テ
ム
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

－
ウ
エ

イ
ト
の
最
大
値
ど
最
小
値
の
領
。

野
口
道
彦
「
部
落
の
現
状
を
と
ら
え
る
認
識
の
枠
組
に
つ
い
て
」
『
解
放
教
育
』
一
九
八
一
年

二
月
号
明
治
図
書
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